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【開催日時】2023年4月21日(金) 

【会場】グラムール美容専門学校 応接室 

【評価者】田口隼人、角川直子、倉井智美 

【実施方法】自己評価の結果、重点項目について審議、学校関係者評価とりま

とめ 

【評価結果一覧】 

１．教育理念・目標 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 学校の理念・目的・育成人材像は定め

られているか 

４ 

 

本校の教育理念・目的等に関してはホームページ

やSNS、パンフレット等に記載しており、各種説明

会などで周知をしている。 

「Beauty skills can change your life（美容の

スキルはあなたの人生をかえる）」のキャッチフ

レーズを定め、「手に職をつける」ことの価値を

訴求した。 

(2) 学校における職業教育の特色は何か ４ 美容師国家試験は全員合格を目指し、徹底した受

験対策を実施している。また就職時に即戦力とな

る技術力の修得にも力を注いでいる。 

技術力・人間力・創造力の３つの力を育むことを

教育の柱としている。 

(3) 社会経済のニーズを踏まえた学校の将

来構想は抱いているか 

４ 就職後すぐに入客できるように最新トレンドを学

ぶ授業を実施している。また、SNS対策授業では、

作品掲載などを通じて自己アピール力の向上を目

指している。 

(4) 学校の理念・目的・育成人材像・特色・

将来構想などが生徒・学生・関係業界・

保護者等に周知がなされているか 

４ 教育理念・目的等に関しては、ホームページやSNS、

パンフレット・配布物に記載しており、各種説明

会等などで周知を図り、各人に案内している。 

コメント： 

・教育理念・目的・育成人材像は、教職員に浸透し、共有できております。理念に沿った学校計画づくり

と学校運営がなされていると認めます。国家試験取得のみならず、卒業、就職後、即戦力となれるよう技

術力にも力を入れており、今後も卒業生が活躍できるように実践を踏まえた授業を続けることを望みます。 

・地方などで開催されるオープンキャンパスも高校生にとって身近に美容業を理解できる機会になってい

ると思います。 

２．学校運営 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 目的に沿った運営方針が策定されてい

るか 

３ 

運営方針・事業計画は、会議等で作成し、周知徹

底している。 (2) 運営方針に沿った、事業計画が策定さ

れているか 

３ 

(3) 運営組織や意思決定機能は規則などに

おいて明確化されているか 

３ 学校運営組織は、理事長をトップに副理事長がこ

れを補佐する形で運営している。 

(4) 人事、給与に関する規定などは整備さ

れているか 

３ 人事、給与に関しては、就業規則並びに諸規程に

規定している。 

(5) 教務、財務などの組織整備など意思決

定システムは整備されているか 

３ 組織体制に基づいて、意思決定が速やかに行える

よう学校運営を行っている。 

(6) 教育活動などに関する情報公開が適切 ４ 授業に問わず、各種行事についてホームページや



になされているか SNSで発信している。 

(7) 情報システム化等による業務の効率化

が図られているか 

４ 学生専用サイトを拡充し、学校からの連絡文書は

電子化。また質問、相談、欠席連絡等の個別機能

も充実した。 

コメント： 

・学校運営方針は具体的に設定されており、教職員に周知徹底されていることを認めます。全般的に統制

のとれた運営がなされ、教育活動の高い成果を上げているといえます。 

・コロナ渦において学生との連絡、相談を電子化したことは特に成果が見られた。 

・様々な状況の変化に迅速に対応できている体制と評価できる。 

 

３．教育活動 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 教育理念に沿った教育課程の編成、実

施方策などが作成されているか 

４ 本校が大切にしている「技術力・人間力・創造力」

を基に教育プログラムの作成を行っている。 

(2) 教育理念、育成人材像や業界のニーズ

を踏まえて学科の修業年限に対応した

教育到達レベルや学習時間の確保は明

確にされているか 

４ シラバス明記のとおり、各到達目標に向かって授

業を進めている。 

(3) 学科等のカリキュラムは体系的に編成

されているか 

４ 厚生労働省指定規則に基づき、遂行できている。 

(4) 美容業界の連携によりカリキュラムの

作成、見直し等が実施されているか 

４ 美容業界の流れに沿って教育プログラムを充実さ

せた。作品づくり課題は流行のヘアスタイルを取

り入れるなど常に、課題の見直しを図っている。 

InstagramやTikTokなどSNSに自分の作品を掲載し

て就職活動時に自己アピールのツールとして活用

できるようにしている。 

(5) 美容業界における実践的な職業教育が

体系的に位置づけされているか 

４ 最新トレンドを学ぶために、若手の現役美容師を

招いた講義を実施。また、コンテストでは審査員

をお願いして作品の評価を受け、次への課題に取

り組む体制を整えている。 

(6) 職業教育に対する外部関係者からの評

価を取りいれているか 

３ 各関係者にヒアリングを実施し、参考にしている。 

(7) 成績評価・単位認定、進級・卒業認定

の基準は明確か 

４ 成績評価は学則に明記している。 

(8) 資格取得等に関する指導体制、カリキ

ュラムの中での位置づけはなされてい

るか 

４ 美容師国家資格のみならず、各専科において資格

取得・検定合格を目標に授業を行っている。 

(9)人材育成目標の達成に向け授業を行う

ことができる要件を備えた教員を確保

しているか 

４ 厚生労働省指定の専任教員資格要件を持つ教員を

必要数確保している。 

コメント： 

・在校生に「技術力・人間力・創造力」が大切であるという哲学は浸透してきていると感じます。 

・入学してから卒業まで、カリキュラムは体系的に消化されていて、技術レベルは年々進化しているの 

ではないでしょうか。コンテストにおいても作品もレベルが高い。 

・定期的に東京から現役の美容師を招いて流行を入れて作品を創っていると思う。 

・卒業後、違和感なくサロンワークに入ることが出来るのがグラムールの素晴らしいところだと評価 



できる。 

 

４．学修成果 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 就職率の向上はなされているか ４ 美容業界への就職率は100％を達成。 

技術力の高さ、人間力と創造力を養う人材育成は

美容業界から高い評価を受け、本校生徒に対して

高い求人意欲から早期の内定を頂いている状況。 

校内にて就職セミナーを開催して就職活動の活発

化を促進している。 

(2) 美容師資格の取得はなされているか ４ 美容師国家資格合格率は99.6％を達成した。授業

での繰り返しの指導や、個別対策も行い、入念な

受験対策を行っている。 

(3) その他美容関連の資格取得はなされて

いるか 

４ 各専科のカリキュラムの一環で、美容関連資格取

得や検定合格を目指し、授業が行われている。 

任意のオプション授業などを通じて、各種資格取

得希望者へのニーズに適切に対応している。 

(4) 退学率の低減が図られているか ４ 退学率の低減について、担任が各学生の出席状況

や授業態度について把握し、教職員間でも共有し、

個別相談・三者面談等を実施している。 

退学にあたる事由が生じた場合、学生、保護者と 

連絡をとり解決に努めている。 

一人暮らしの生徒がコロナ渦で孤立しないよう

に、欠席者への健康状況確認連絡を強化した。 

(5) 卒業後のキャリア形成への効果を把握

し学校の教育活動の改善に活用されて

いるか 

４ 卒業生に対する連絡窓口をSNS上に設置している。 

就職先アンケートを実施して卒業生の状況把握に

努めている。 

コメント： 

・美容師国家試験合格率の高さは素晴らしい実績である。国家資格がなければ働く事ができないので 

資格の取得は最も大切な目的である。 

・各コースでは、限られた授業時間にもかかわらず美容関係の資格取得も確実にされている点が評価 

できる。 

・退学率はコロナ渦の影響もあったと思うが、低減すべきことであり原因を見極めていっそうの対策を 

検討することが課題である。 

５．学生支援 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 進路・就職に関する支援体制は整備さ

れているか 

４ カウンセラーの個別指導や、本校だけの就職ガイ

ダンスを実施し、支援体制を整えている。 

就職セミナーを開催し模擬面接を実施している。 

(2) 学生相談に関する体制は整備されてい

るか 

４ 担任を通じた相談のほか、ITを活用し、専用WEBサ

イトを通じて個別相談や連絡が可能。 

(3) 学生に対する経済的な支援体制は整備

されているか 

４ 入学前より日本学生支援機構の奨学金制度の告知

に努め、貸与型に加えて給付型奨学金の周知を図

っている。 

民間の給付型奨学金も経済的に困難な学生に対し

て学校から告知している。 

(4) 学生の健康管理の支援体制は整備され ３ 健康診断を実施している。新型コロナウイルス対



ているか 策を実施している。 

(5) 課外活動に対する支援体制は整備され

ているか 

１ 新型コロナウイルス感染拡大により、課外活動は

中止か延期となった。来年度は再開予定。 

 

(6) 学生の生活環境への支援体制はあるか ３ 遠方の生徒に対し、学生寮を提供している。 

学生マンションお祝い金支給制度の実施。 

(7) 保護者と適切に連携しているか ４ 成績表や行事・イベントの案内、欠席日数の通知、

希望者に三者面談の実施をしている。 

コメント： 

・就職進路ガイダンスを繰り返し実施しているのと、個別に三者面談を実施しておりきめ細かな対応が 

されていると評価できます。 

・日本学生支援機構の奨学金制度の充実に応じて、給付型等の告知に努めており、利用者は増えている 

点が評価できる。 

・寮を利用する地方の学生に対し、お祝い金制度により経済的補助もされている。 

 

６．教育環境 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 施設・設備は、教育上の必要性に十分

対応できるように整備されているか 

３ 学習環境に必要な設備を整備し、適宜修繕も行っ

ている。感染対策のため。換気窓の増設、換気扇 

の増設、消毒機器の設置等を実施。 

(2) 学校外の実務実習、インターンシップ、

海外研修などの実施の体制は整備され

ているか 

１ 今年度は2月に海外研修を再開。姉妹校訪問にて交

流行事を実施。3月にパリ姉妹校より教員及び生徒

5人が来校され、交流行事を実施した。 

(3) 防災に対する体制は整備されているか ３ 緊急地震速報の設置、地震時エレベータ自動停止

システム、最低限の電源を確保するための自家発

電機の設置、飲料水、緊急トイレ、防寒用品等の

設置を行っている。 

災害時の対処方法に関して、周知を行っている。 

コメント： 

・美容を学ぶのに適切な環境を整えていると認められます。 

・考えられる感染予防対策が全て整っていると思います。 

・海外の姉妹校交流も正常化できたことは良かった。今後も継続し発展されることを望みます。 

・自然災害に備えて準備することはを継続して頂きたい。 

 

７．学生募集 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 学生募集活動は適正に行われているか ３ 学生募集は、進学サイトや関西圏のみならず全国

の高校・会場ガイダンスに適正かつ積極的に行っ

ている。ＳＮＳを活用した情報発信を積極的に推

進した。 

(2) 学生募集活動において、教育成果は正

確に伝わっているか 

４ 国家試験合格率・就職率の高さのみならず、数々 

のコンテストでの受賞歴等をホームページやSNS、

学校説明会で正確に伝えている。 

(3) 学納金は妥当なものになっているか ４ 学費は入学前に文書にて詳しく説明し承諾を得る



ようにしている。 

一部の材料の値上げがあるが、配布内容等を見直

し、在学中の学費値上げは実施していない。 

コメント： 

・適切に実施されていると認められます。 

・オープンキャンパス等では学校の教育方針や授業の様子などが伝えられていると思います。 

・公式SNSのフォロワー数も多く、広く学校の知名度が上がっていることを感じます。 

 

８．財務 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 中長期的に学校の財務基盤は安定して

いるか 

３ 概ね安定と思われるが、収入は入学者数に左右さ

れるため、安定的な入学希望者の確保が課題であ

る。 

(2) 予算・収支計画は有効かつ妥当なもの

となっているか 

３ 概ね妥当といえる。 

(3) 財務に関する会計監査は適正に行われ

ているか 

４ 監査は適正に行われている。 

コメント： 

・入学生が維持されており、安定して運営されていると認識しています。 

・定期的に会計士、税理士による評価を受けており、財務は安定していると思います。 

 

９．法令などの遵守 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 法令、専門学校設置基準などの遵守と

適正な運営がなされているか 

４ 法令等に基づいて運営を行っている。 

 

(2) 個人情報に対し、その保護のための対

策がなされているか 

３ 個人情報の取り扱いに関しては、教職員並びに学

生に対しても注意を払うよう周知している。 

(3) 自己評価の実施と問題点の改善を行っ

ているか 

４ 会議等で教職員全員と、問題・課題点を共有し、

改善に取り組んでいる。 

 

コメント： 

・教職員ともに情報管理、個人情報管理などを適切に取り扱われており、法令順守を徹底している 

ことを認めます。今後もコンプライアンスを重んじた運営に努めてください。 

 

10．社会貢献・地域貢献 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 学校の教育資源や施設を活用した社会

貢献・地域貢献を行っているか 

１ 新型コロナウイルスの感染拡大にともない、今年

度は延期または中止となっている。状況が改善す

れば速やかに再開予定。 

(2) 学生のボランティア活動を奨励、支援

しているか 

１ 新型コロナウイルスの感染拡大にともない、今年

度は延期または中止となっている。状況が改善す

れば速やかに再開予定。 

コメント： 



・対応に問題ありません。 

・次年度以降、適切に対応頂きたい。 

 

11．国際交流 

評価項目 評価 評価結果 

(1) 留学生の受け入れ派遣について戦略を

持っているか 

１ 
現状、留学生の受け入れは行っていない。 

(2) 学習成果が国内外で評価される取り組

みを行っているか 

３ 技能五輪全国大会に出場した。美容部門では金賞、

理容部門では銅賞を獲得した。 

姉妹校交流を再開し、国際交流を再開した。 

コメント： 

・技能五輪大会は難しい大会と聞いているが金賞を取得できたのは素晴らしい。 

・技術は一日に達成できるものではなく、入学してからの基礎教育の成果であると思う。 

・姉妹校交流も再開は良いことであるので、今後も発展させてください。 

 

【評価結果の活用方法】 

評価委員会は本活動書を活用した改善を来年度達成できるように校長に報告しました。 

【評価委員の構成】 

卒業生1人、企業委員2人 

 


